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( 口 絵解説)

花の病害虫 ( 2 )一一シ ン ビ ジ ウ ム一一

シ ン ピ ジ ウ ムの生産状況

わ が 国 に お け る 洋 ラ ン類の生産 は ， 花 き 類消費の高級

志向 と あ い ま っ て ， 近年急激 に 伸 び， 切花 と 鉢物 を合わ

せ た 生産額が 343 億円 ( 1991 年) で あ り ， 花 き 類で は キ
ク に次 い で第 2 位 に 伸長 し た 。 そ の 内， シ ン ピ ジ ウ ム の
生産額 は 34% の 117 億円 で あ る 。

ラ ン類 は ， こ れ ま で病害虫 に 比較的強 い 花 と し て ， 防
除対策 は ほ と ん ど講 じ ら れ な い で栽培 さ れて き た 。 し か

し ， 最近 に な り ， 経営的 に 至花期間 の 短縮 を 図 る た め ，

多肥， 密植栽培 さ れ る よ う に な り ， こ れ に 伴 っ て ， 株が

軟弱徒長 と な り ， 病害虫が多発す る よ う に な っ た 。 ま た ，
規模拡大 に 伴い ， 苗の育成地 と 成品 の栽培地が異 な る リ
レ ー栽培や ， 周年出荷に よ る 栽培期間 の 継続 な どが各地
で行わ れ， 病害虫 の伝染環が変化 し ， 発生 は季節変動型

か ら 全期開発生型 と な り ， 発生地域 も 苗の移動 に 伴 っ て ，

局地発生型か ら 全国一斉発生型 に な っ て き た 。

シ ン ピ ジ ウ ムの病害虫の発生 と 防除

害虫 で は ， ハ ダニ類， カ イ ガ ラ ム シ類， ナ メ ク ジ な ど
が発生 し ， ハ ダニ類 と し て は ナ ミ ハ ダ ニ ， カ ン ザ ワ ハ ダ
ニ が多 く ， カ イ ガ ラ ム シ と し て は ナ ガ オ コ ナ カ イ ガ ラ ム

シ， フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ が主 に 発生す る 。

ナ メ ク ジ類 は ラ ン類が多湿で栽培 さ れ る た め ， 年間 を

通 じ て発生 し ， 花 を 中 心 に 食害 す る 。 食害花 は ま っ た く
商品価値がな く な る た め ， 被害 は 見 た 目 よ り 大 き い。 ま
た ， フ ラ ス コ か ら 出 さ れ た 寄せ植 え株では葉やパ ル プ も
食害 を 受 け る が， こ の場合の被害 は小 さ い。

ハ ダニ類及 び カ イ ガ ラ ム シ類 は ， 栽培期 間 中 での発生

は ， 防除が徹底 さ れて い る こ と と 多湿で栽培 さ れ る た め ，
被害 を 見 る よ う な 多発生 は 少 な い。 し か し ， 消費者の手

に 渡 る と ， 乾燥 し た 条件で観賞 さ れ る た め ， 勢い増殖 し ，

発生が 目 立つ よ う に な る 。 防除 は し ば し ば登録の な い も
の が使用 さ れ る 場面があ り 薬剤の早い登録が望 ま れ る 。

病害で は ウ イ ル ス 病， 細菌病， 糸状菌病が発生 し ， ウ
イ ル ス 病 と し て は シ ン ビ ジ ウ ム モ ザ イ ク ウ イ ル ス
(CyMV) ， オ ド ン ト グ ロ ッ サ ム リ ン グ ス ポ ッ ト ウ イ ル

ス (ORSV) ， え そ斑紋 ウ イ ル ス (OFV) 。 細菌病 と し て

は褐色腐敗病， 軟腐病， 褐色斑点細菌病。 糸状菌病 と し
て は苗黒腐病， 腐敗病， 炭 そ 病， 葉枯病， 灰色か び病，

な どが主 に 発生す る 。
ウ イ ル ス 病類では シ ン ビ ジ ウ ム モ ザ イ ク ウ イ ル ス 及

びオ ド ン ト グ ロ ッ サ ム リ ン グ ス ポ ッ ト ウ イ ル ス の発生

が多 く ， 被害 も 大 き い 。 2 種の ウ イ ル ス は き わ め て寄生性
が広 く ， シ ン ビ ジ ウ ム の ほ か カ ト レ ア ， デ ン ド ロ ビ ウ ム ，
フ ァ レ ノ フゅ シ ス ， ノ f ン ダ， オ ン シ ジ ウ ム な ど多 く の ラ ン

類 に 発生す る 。 ま た ， 両種の ウ イ ル ス は ア ブ ラ ム シ伝染

は行わ な い が， 接触や樹液で き わ め て 高率 に 伝染 す る 。
こ の た め ， 橿病株が あ る と ， ラ ン の 種類が異 な っ て も ，

植 え替 え な ど の 管理作業， 収穫時のハ サ ミ な ど の器具，
濯水 に よ っ て 次々 と 伝染 す る 。 防除 は 病株の 早期除去，

器具や手指の 石鹸 に よ る 洗浄や器具 の 第三 リ ン酸ナ ト リ

ウ ム 5%液 に よ る 消毒が有効で あ る 。
細菌病類では褐色腐敗病の発生が多 く ， 被害 も 大 き い。

本菌 は シ ン ビ ジ ウ ム の ほ か カ ト レ ア ， デ ン ド ロ ビ ウ ム ，
パ ン ダ， ミ ル ト ニ ア な ど に 寄生性 を 示す。 本病 は 主 に ，
苗期 に発生 し ， 開花株で は ほ と ん ど発生 し な い。 ま た ，
品種間差が大 き く ， Lancelot “Vagotoヘ Melody Fair 
"Marilyn Monroe" な どが弱 く ， Christmas Green は 耐
病性で あ る 。 こ れ は後で述べ る 腐敗病 と は相反す る 品種
間差 を示す。 防除 は 除湿器 に よ る 湿度 の 制御 と 抗生物質

剤や銅剤 な ど に よ る 薬剤 防除が行わ れて い る 。

糸状菌病類では苗黒腐病， 炭 そ 病， 腐敗病の発生が多
く ， 被害 も 大 き い 。 苗黒腐病 は 苗 の 時期 に の み発生す る 。

本病菌 は カ ト レ ア ， フ ァ レ ノ プ シ ス な ど と 共通で あ る 。

炭 そ 病 は苗か ら 成株 ま で発生す る が， 低温期 は病徴が

マ ス ク し ， 夏 の 高温期 に 発病 し ， 多発す る 傾向 が あ る 。

防除 は薬剤が主体であ り ， べ ノ ミ ル剤や ビ テ ル タ ノ ー ル

剤が用 い ら れ る 。

腐敗病 は栽培全期間 を 通 じ て発生す る が， 特 に 苗の 時

期 に 発生す る と 被害が大 き い 。 褐色腐敗病 と 相反す る 品
種間差があ り ， Lancelot “Misono"， Amie Sthiwert な
どが弱 く ， Lancelot “Yagoto"， Melody Fair “Marilyn 
Monroe" な ど が強い傾向 が あ る 。 薬剤 に よ る 防除 は べ ノ
ミ ル剤の 濯注が行わ れて い る 。

薬剤 に よ る 防除 は ， ラ ン類 に 登録 さ れ た 農薬 は ほ と ん

ど な く ， 防除指導 を 受 け づ ら く ， 生産者の経験 に よ っ て
散布 さ れ る こ と が多 い。 こ の た め ， 時 に よ っ て は薬害 を

生ず る こ と も あ る 。 今後， 多 く の研究 と 薬剤の 登録が望
ま れ る 。

(栃木農試 木嶋利男 )
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